家畜伝染病予防法に基づく定期報告書について
北海道網走家畜保健衛生所　
　家畜伝染病予防法第12条の４の規定により、家畜の所有者は、毎年２月１日時点の飼養　　

状況を北海道知事あてに報告することとなっています。

１　報告対象、期日及び提出先
	対象※
	
	期日
	提出先

	牛、馬、水牛、豚、めん羊、山羊、鹿、いのしし
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	毎年

４月15日
	各市町村
役所・役場

	鶏、あひる、うずら、きじ、

七面鳥、ほろほろ鳥、だちょう
	
	毎年

６月15日
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※愛玩用（ペット）も報告対象
２　定期報告の内容について
大きく分けて次の３つです。
　　　（１）　基本情報（住所、氏名、飼養衛生管理者など）
　　　（２）　飼養衛生管理基準の遵守状況
　　　（３）　その他（農場平面図、埋却地の確保状況など）
※小規模所有者とは

	畜種
	頭数

	牛、馬、水牛
	１頭

	 豚、めん羊、山羊、鹿、

いのしし
	６頭未満

	 鶏、あひる、うずら、

きじ、ほろほろ鳥、七面鳥
	100羽未満

	 だちょう
	10羽未満


　

３　未報告の場合
　　 未報告の家畜等の所有者に対しては、１０万円以下の過料が科せられることがあります。

小規模所有者※は不要








